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THE LIGHT HOUSE FOR THE BLIND

わ
た
し
た
ち
は
神
の
作
品
で

あ
っ
て
、
良
い
行
い
を
す
る
よ

う
に
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に

あ
っ
て
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

神
は
、
わ
た
し
た
ち
が
、
良
い

行
い
を
し
て
日
を
過
ご
す
よ
う

に
と
、
あ
ら
か
じ
め
備
え
て
下

さ
っ
た
の
で
あ
る
。

エ
ペ
ソ
人
へ
の
手
紙

 

第
二
章　

一
〇
節

「2017 愛のサウンドフェスティバル」 Life 〜いのち〜　於：ひの煉瓦ホール（日野市民会館）

一
．
地
震
、
台
風
、
洪
水
等
々

に
よ
る
災
害
続
出
。
ま
る
で

地
球
が
怒
り
狂
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
何
に
怒
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。 

一
．
天
災
か
、
人
災
か
。
何

れ
で
あ
れ
災
害
に
よ
っ
て
苦

し
む
の
は
人
間
で
あ
る
。
多

分
、
地
球
も
苦
し
ん
で
い
る

か
も
。 

一
．「
共
生
」。
幸
せ
も
不
幸
も
、

喜
び
も
悲
し
み
も
、
困
難
も

共
に
分
か
ち
合
う
思
想
な
り
。

喜
ぶ
者
と
共
に
喜
び
、
悲
し

む
者
と
共
に
悲
し
む
。 

一
．
福
祉
に
お
け
る
自
立
…

ど
ん
な
に
障
害
が
重
く
と
も
、

ま
ず
自
分
の
足
で
立
ち
、
一

歩
で
も
二
歩
で
も
自
ら
歩
も

う
と
す
る
精
神
の
涵
養
第
一
。

第
二
、
受
け
て
感
謝
を
忘
れ

な
い
こ
と
。 

一
．
人
生
と
は
不
思
議
な
も
の
。

思
い
が
届
か
な
い
こ
と
あ
ま

り
に
も
多
し
。
さ
れ
ど
思
い

を
越
え
た
恩
恵
も
多
し
。
事

ご
と
に
感
謝
し
て
生
き
る
の

が
最
高
。

会

報

五

言
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今
日
『
隣
近
所
』
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
消
え
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
か
っ
て
は
地
域
の
相

互
扶
助
や
家
族
同
士
の
助
け
合
い

な
ど
に
よ
り
、
人
々
の
暮
ら
し
が
支

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
常
生
活

に
お
け
る
不
安
や
悩
み
を
相
談
で

き
る
相
手
や
、
世
帯
の
状
況
変
化

を
周
囲
が
気
づ
き
支
え
る
と
い
う

人
間
関
係
が
身
近
に
あ
り
、
子
育

て
な
ど
で
支
援
が
必
要
な
場
合
も
、

「
制
度
」
の
力
で
は
な
く
、「
人
」
の

力
で
担
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
地

域
共
生
社
会
で
し
た
。

し
か
し
、
高
度
成
長
期
を
経
て

社
会
も
人
々
の
生
活
も
大
き
く
変

化
し
、
地
域
や
家
族
が
果
た
し
て
き

た
役
割
も
だ
ん
だ
ん
と
薄
れ
て
き
て

い
ま
す
。
特
に
地
域
で
の
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ

と
は
負
の
部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
「
東
京
光
の

家
」
が
、
二
九
年
間
と
い
う
長
き
に

亘
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
ら
れ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
は
地
域
社
会
に

お
け
る
素
晴
ら
し
い
福
祉
貢
献
活

動
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
心
の
灯
火

で
も
あ
り
ま
す
。
何
時
ま
で
も
続
け

て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子

ど
も
と
い
っ
た
世
代
や
背
景
が
異
な

る
人
々
が
集
い
、
と
も
に
参
加
で
き

る
場
で
す
。
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
に
も
「
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
」
こ
と
が
基
本
で
す
か
ら
決
し
て

他
人
事
と
は
思
わ
ず
「
自
分
事
」
と

し
て
行
事
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
今
日
、
地
域
社
会
は
少
子

高
齢
化
の
影
響
で
人
口
の
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
地
域

力
は
劣
り
、
住
民
同
士
の
繋
が
り

も
弱
ま
っ
て
お
り
、
他
人
の
困
り
ご

と
に
気
づ
い
て
も
何
も
で
き
な
い
と

い
う
現
象
が
で
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
し
、「
社
会
的
孤
立
」
や
公
的

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
「
制
度
の

狭
間
の
ニ
ー
ズ
」
問
題
等
が
表
面
化

し
て
き
て
い
る
要
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
住
民
が
世
代
や
背
景
を
超

え
て
つ
な
が
り
、
相
互
に
支
え
合
う

取
組
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
様
々

な
困
難
を
抱
え
た
場
合
で
も
社
会

か
ら
孤
立
せ
ず
、
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
は
「
困
っ

て
い
る
課
題
を
解
決
し
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
活
動
さ
れ
て
い
る
福

祉
関
係
者
も
い
る
の
で
、
そ
の
方
た

ち
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
も
大
切

で
す
。
一
方
、
社
会
福
祉
法
人
に
は
、

福
祉
課
題
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
正
社
会

福
祉
法
で
責
務
と
定
め
ら
れ
た
「
地

域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
み
」
を
、

今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
「
制
度
の
狭
間
」
問
題

等
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま

す
が
、
住
民
に
身
近
な
圏
域
で
分

野
を
超
え
て
『
こ
ん
な
地
域
に
し
た

い
、
こ
ん
な
取
組
を
し
た
い
』
と
い

う
考
え
で
、平
成
二
八
年
四
月
に「
地

区
社
協
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
の
困
り
ご
と
や
、
心
配
ご
と
な

ど
に
も
耳
を
傾
け
ら
れ
る
交
流
の

場
と
し
て
「
サ
ロ
ン
」
を
市
内
各
地

域
に
設
置
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
住

民
の
繋
が
り
が
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
、
今
後
も
増
設
し
て
い
く
予
定

で
す
。
さ
ら
に
、
市
内
に
存
在
す
る

社
会
福
祉
法
人
や
福
祉
施
設
と
の

連
携
・
協
働
で
公
益
的
な
取
組
を

実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現

在
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
の
活
動
は
分

野
ご
と
に
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
地
域
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
組
み
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
は
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

奥
住
　日
出
男

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　会
長
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

第
四
〇
回

今
年
も
例
年
同
様
、
体
育
の
日

に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
第
四
〇
回
と
い
う

区
切
り
の
年
の
開
催
で
し
た
。
初
め

は
提
供
品
が
近
年
以
上
に
少
な
い
状

況
で
し
た
が
、
九
月
に
な
る
と
徐
々

に
品
物
も
集
ま
り
、
何
と
か
開
催
日

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
バ

ザ
ー
当
日
は
と
て
も
よ
い
天
候
に
恵

ま
れ
、
沢
山
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ

喫茶コーナーでは正秋さんも演奏しました模擬店では焼き鳥やイカ焼きも販売しました

大
盛
況
で
し
た
。
そ
し
て
、
何
と
か

売
上
目
標
四
〇
〇
万
円
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
安
堵
す
る
と
共
に
、
皆

様
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
バ
ザ
ー
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
は
、四
〇
年
毎
年
行
っ

て
き
た
地
域
に
根
付
い
た
行
事
で
す
。

今
後
も
五
〇
回
、
六
〇
回
と
継
続
出

来
る
よ
う
に
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
バ
ザ
ー
委
員
会　

小
林　

貴
寿
）

平
成
二
九
年
一
〇
月
九
日
（
月
）
体
育
の
日

旭
が
丘
東
公
園
・
光
の
家
ピ
ロ
テ
ィ保護者コーナーも盛況でした！

籐細工や手芸の作業作品を販売しました

毎
年
八
月
の
恒
例
で
あ
り
ま
す

東
京
光
の
家
の
墓
参
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
現
在
、
お
墓
に
は
創
立
者
の

秋
元
梅
吉
先
生
、
六
年
前
に
召
天

さ
れ
た
田
中
ノ
ゾ
ミ
名
誉
顧
問
を
は

じ
め
、
多
く
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
中
亮
治
理

事
長
列
席
の
元
で
墓
前
礼
拝
を
通

し
、
一
同
で
故
人
を
偲
び
、
天
国
へ

の
望
み
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

墓石に手をあて祈りを捧げる田中理事長

光
の
家
の
お
墓
参
り

神
は
愛
な
り

平
成
二
九
年
八
月
七
日
（
月
）

日
野
市
営
墓
地
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今
年
度
の
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
～
い
の

ち
～
」
と
題
し
、
地
元
日
野
市
に
ご
ざ
い
ま
す
「
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル

（
日
野
市
民
会
館
）」
に
於
き
ま
し
て
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当

日
は
大
坪
冬
彦
日
野
市
長
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、
ま
た
、
今
年
も
非

常
に
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
頂
き
、
利
用
者
・
職
員
一
同
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
初
め
て
の
演
出
と
し
て
、
以
前
か
ら
光
の
家
で
活
動
を
続
け

て
き
た
聖
歌
隊
と
光
バ
ン
ド
の
共
演
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
総
勢

約
五
〇
名
の
出
演
者
達
が
彩
る
東
北
震
災
支
援
の
テ
ー
マ
曲
で
あ
る

『
花
は
咲
く
』
を
合
唱
し
た
ス
テ
ー
ジ
は
大
変
壮
大
で
迫
力
が
あ
り
、

ま
さ
に
～
い
の
ち
～
の
題
に
相
応
し
い
活
き
活
き
と
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
成
功
裡
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
や
聖
歌
隊
は
皆
こ
の
日
の
為
に
練
習
に
励
み
、
ま
た
そ

れ
を
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
し
た
。
出
演
者
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
に
障
害
を
負
い
な
が
ら
も
、
日
々
輝
き
を
持
っ
て
充
実
し
た
生
活

を
送
り
、
ま
た
積
極
的
に
地
域
社
会
と
の
共
生
を
目
指
す
一
環
と
し

て
、
本
音
楽
会
で
は
福
祉
協
力
券
売
上
の
一
部
を
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
奥
住
日
出
男
会
長
に
贈
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

来
年
光
バ
ン
ド
は
結
成
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
皆
様
、
応
援
し
て
下
さ
る
方
々
に
力
強
く
生
き
て
い
る
姿
を
お

見
せ
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
頂
け
ま
す

よ
う
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
文
化
活
動
委
員
会　

山
田　

裕
基
）

「
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

実
施
の
ご
報
告

光バンド

（5）
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澄
み
渡
る
秋
空
の
下
、
小
さ
な
子

供
を
連
れ
た
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

や
、
小
学
生
・
中
学
生
、
ご
年
配
の

方
ま
で
幅
広
い
層
の
お
客
様
が
御
来

場
さ
れ
ま
し
た
。
ア
イ
マ
ス
ク
を
付

け
、
自
分
で
飲
み
物
を
注
ぐ
喫
茶

体
験
や
ビ
ー
ズ
付
き
髪
留
め
や
メ
モ

帳
作
り
の
作
業
体
験
、
卓
球
体
験
、

点字ってこう書くんだ！

物
当
て
ク
イ
ズ
、
点
字
体
験
と
数
多

く
の
体
験
を
時
に
真
剣
に
、
時
に
笑

顔
で
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
や
は

り
見
え
な
い
状
態
で
の
動
き
は
大
変

で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
新
鮮
な
体
験
で
楽
し
か
っ

た
、
ま
た
や
り
た
い
な
ど
前
向
き
な

意
見
が
多
く
頂
け
ま
し
た
。
ま
た
、

暮
ら
し
や
す
く
す
る
為
の
道
具
の
紹

介
も
興
味
を
持
っ
て
質
問
し
な
が
ら

触
れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域

の
皆
様
に
視
覚
障
害
者
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
為
に
も
活

動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

 

（
地
域
貢
献
活
動
室　

前
田　

良
）

どこまで入ったかな？

正面入口に光の家利用者の作品が 
飾られました（立川伊勢丹）

アール・ブリュット展のオープニングで 
演奏する光バンド

第 7 回

〜
見
え
な
い
人
の

く
ら
し
〜

光
の
家
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

平
成
二
九
年
九
月
九
日
（
土
）

光
の
家
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

障

害

者

美
術
の
祭
典

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
立
川
二
〇
一
七

A
R

T
B

R
U

T
 T

A
C

H
IK

A
W

A
平
成
二
九
年
一
〇
月
一
日
（
日
）
～
一
一
月
七
日
（
火
）

伊
勢
丹
立
川
店
・
な
み
き
画
廊
を
中
心
に
立
川
市
内
全
八
会
場

今
年
で
三
回
目
に
な
る
障
害
者

美
術
展
が
立
川
市
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は

障
害
者
美
術
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス

語
で
、
こ
の
美
術
展
の
タ
イ
ト
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
会
場
と
な
る
伊

勢
丹
立
川
店
、
な
み
き
画
廊
の
他
、

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
各
駅
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
や
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

に
、
約
一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
、
多
摩

地
域
の
障
害
者
の
方
々
の
作
品
が
数

多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。　

立
川
市
長
も
出
席
し
た
開
会
式

で
は
光
バ
ン
ド
の
演
奏
が
行
わ
れ
、

光
の
家
新
生
園
の
利
用
者
が
作
業

訓
練
で
作
っ
た
陶
芸
や
籐
細
工
、
手

芸
作
品
が
美
術
展
を
彩
り
ま
し
た
。

基
本
的
に
展
示
作
品
を
触
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
新
生
園
の
作
品
は

見
る
だ
け
で
な
く
手
で
ふ
れ
て
、
触

覚
で
も
作
品
を
鑑
賞
し
て
頂
き
ま

し
た
。
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※ 

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

寄
付
者
名
簿
平
成
二
九
年
七
月
一
六
日

 

～
一
〇
月
一
五
日

今
年
も
運
動
の
秋
を
迎
え
、
光
の

家
で
も
恒
例
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
光
の
家
新
生
園
の
運
動
会

は
雨
天
の
為
、
規
模
を
縮
小
し
て
屋

内
で
開
催
し
、
光
の
家
神
愛
園
の
小

運
動
会
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
だ
っ

た
為
、
仮
装
し
て
競
技
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
日
野
市
の
「
み
ん
な

と
い
っ
し
ょ
の
運
動
会
」
に
も
各
施

設
か
ら
利
用
者
が
参
加
し
、
運
動
の

秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

佐
藤
農
園 

様 

メ
ロ
ン 

一
七
kg

河
村
　
正 

様 

米 

五
四
㎏

浅
石
　
常
勝 

様 

メ
ロ
ン 

一
二
㎏

渡
邊
　
幹
男 

様 

梨 

一
三
㎏

井
川
　
幸
雄 

様 

梨 

三
〇
㎏

柗
田
　
功 

様 

梨 

六
〇
㎏

西
塚
　
吉
典 

様 

桃 

四
㎏

 

マ
ス
カ
ッ
ト 

四
㎏

 

ぶ
ど
う 

四
・
五
㎏

赤
津
　
晃
子 

様 

サ
ブ
レ 

一
二
箱

 

せ
ん
べ
い 

二
〇
袋

 

ジ
ュ
ー
ス 

六
〇
缶

 

ど
ら
焼
き 

一
二
袋

宮
洞
　
真 

様 

梨 

一
〇
㎏

米
倉
　
清
治 

様 

米 

五
四
㎏

舩
橋
　
敬 

様 

ア
ボ
カ
ド 

四
八
個

中
田
　
弘 

様 

じ
ゃ
が
い
も 

八
㎏

 

か
ぼ
ち
ゃ 

七
㎏

島
田
　
英
樹 

様 

梨 

一
五
㎏

綾
木
　
潔 

様 

梨 

四
〇
㎏

吉
村
　
知
枝 

様 

さ
つ
ま
い
も 

五
㎏

平
野
　
英
夫 

様 

コー
ヒ
ー
・
紅
茶
他 

一
五
箱

 

ス
ー
プ 

一
五
〇
袋

 

ソ
ー
ス 

二
本

ハロウィーン仮装で応援します！（神愛園）

パンはドコ？ドコ？（新生園）

まっすぐ玉転がすのは難しいです！？
　（みんなといっしょの運動会）

眼の病気についてお話される石綿医師

当
法
人
の
篠
﨑
友
照
理
事
の
ご

提
案
と
、
相
澤
忠
一
理
事
の
ご
尽
力

を
得
て
、
光
の
家
で
初
め
て
の
眼
科

医
に
よ
る
職
員
研
修
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
職
員
が
集
ま
る
中
、「
い

し
わ
た
眼
科
」
の
石
綿
丈
嗣
院
長
よ

り
、
緑
内
障
等
の
眼
疾
患
や
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
演
が
行

わ
れ
、
医
療
面
か
ら
視
覚
障
害
に
つ

い
て
学
び
、
専
門
性
の
向
上
を
図
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

眼
科
医
に
よ
る

　
　
　
職
員
研
修
の
実
施

平
成
二
九
年
一
〇
月
二
六
日
（
木
）

光
の
家
講
堂

運動の
秋

新
生
園 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会　
一
〇
月
一
七
日（
火
）
光
の
家
講
堂

神
愛
園 

小
運
動
会　

	

一
〇
月
三
一
日（
火
）
光
の
家
講
堂

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
の
運
動
会	

一
〇
月
一
日（
日
）

	

　
中
央
大
学
第一体
育
館
ア
リ
ー
ナ
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発　
　
　

行　

〒
一
九
一
︱ 

〇
〇
六
五

　

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
一
︱
一
七
︱
一
七

　

社
会
福
祉
法
人　

東

京

光

の

家

　

電　

話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二（
五
八
一
）九
五
六
八

採
れ
た
て
野
菜

直
行
便
！

自
衛
消
防
活
動
審
査
会

〜 

あ
　
と
　
が
　
き 

〜

木
々
の
葉
も
見
事
に
色
づ
く
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
一
九
四
号
を
お
届

け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
外
部
寄
稿
は
日
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
奥
住
会
長
に
ご

寄
稿
頂
き
「
光
バ
ン
ド
の
愛
の
サ

ウ
ン
ド
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

は
地
域
住
民
の
心
の
灯
火
で
あ
る
」

と
い
う
大
変
有
難
い
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
」
に
向
け
て
社
会
福
祉

法
人
が
「
公
益
的
な
取
組
み
」
が

出
来
る
よ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

進
め
、
地
域
づ
く
り
に
参
画
し
、

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
、
東
京
光
の
家
も
こ
の
よ

う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
常
務
理
事　

石
渡　

健
太
郎
）

光
の
家
自
衛
消
防
隊  

男
子
隊
準
優
勝
　
女
子
隊 

敢
闘
賞
に
輝
く

　

日
野
消
防
署
管
内
の
事
業
所
に
よ

る
自
衛
消
防
活
動
審
査
会
が
行
わ
れ
、

東
京
光
の
家
か
ら
は
、
男
子
隊
の
Ａ

チ
ー
ム
と
女
子
隊
の
Ｂ
チ
ー
ム
が「
２

号
消
火
栓
の
部
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

今
年
は
練
習
の
時
間
が
あ
ま
り
と
れ

な
い
中
で
し
た
が
、
本
番
で
は
男
女

各
隊
と
も
に
心
技
体
の
そ
ろ
っ
た
素

晴
ら
し
い
操
法
を
見
せ
、
男
子
隊
は

準
優
勝
、
女
子
隊
は
敢
闘
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

惜しくも準優勝の男子隊Ａチーム！息の合った女子隊Ｂチーム！

無事に有終の美を飾ることができました

就
労
ホ
ー
ム
の
中
に
は
、
レ
ス
ト

ラ
ン
部
門
と
作
業
部
門
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
作
業
部
門
の
中
に
畑
作

業
が
あ
り
ま
す
。
農
家
出
身
の
職

員
は
い
ま
せ
ん
の
で
、
職
員
も
利
用

者
と
共
に
試
行
錯
誤
。
現
在
、
秋

野
菜
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
！

採
れ
た
て
の
野
菜
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

部
門
の
ラ
ン
チ
に
も
使
用
さ
れ
た
り
、

店
頭
で
も
販
売
中
。
地
域
の
方
々
に

も
好
評
で
す
。
是
非
覗
い
て
み
て
く

だ
さ
い
！

今年も大収穫♪

平
成
二
九
年
九
月
一
五
日
（
金
）　
日
野
市
万
願
寺
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド


